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子
ど
も
の 

防
犯 

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
ご
う 

特集 最近、児童殺傷事件などが全国で発生し、大きな衝撃を与えています。町で

は、このような事件から子どもを守るため、防犯に力を注いでいます。

町教育委員会・各学校では、奈良・小１女児誘拐・殺害事件の発生を踏まえ、

昨年２月ごろから「子どもを守る防犯ボランティア」の呼び掛けをしています。

呼び掛けにはたくさんの人に賛同していただき、広島、栃木での事件後はさら

に増え、個人が131人、団体が２団体となりました（１月11日現在）。

また、明和交番では、下校時刻ごろに音楽を流しながらパトカーで町内をパ

トロールする「メロディーパトロール」を実施しています。町でも、青色回転灯

を装備した公用車で夕方にパトロールを行っています。自治会や老人会でも自

主防犯パトロール隊が結成され、子どもの登下校を見守っていただいています。

ほかにも、町では市民団体と協働して、昨年12月から２月にかけて町内４小

学校12学級を対象にCAP（Child Assault Prevention：子どもへの暴力防止）プロ

グラムを実施し、子どもたちがあらゆる暴力から自分を守る方法を学ぶための

教育を推進しています。

今後も、行政・警察・学校・地域の皆さんとの連携で、子どもを犯罪から守

る活動を進めていきましょう。
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子
ど
も
を
守
る
た
め
の
市
民
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ

る
意
欲
を
育
成
し
よ
う
と
12
月
16

日
、
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
る
交

流
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
め
い
わ
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
催
）

が
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
35

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
明
和
交
番
所
長
が

明
和
町
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現

状
を
話
し
、
「
警
察
の
パ
ト
ロ
ー

ル
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加

者
同
士
で
交
流
し
、
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
安
全
を

考
え
る
交
流
会

Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す

（
子
ど
も
が
自
分
を
守
る
力
を
は

ぐ
く
む
た
め
に
）

町
で
は
、
「
子
ど
も
の
人
権
と

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
」
の
一
環
と
し
て
県
か
ら
委
託

さ
れ
た
野
の
花
の
会
（
乾
　
茂
子

代
表
）
と
明
和
町
児
童
虐
待
等
防

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
共
催

し
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
み
え
（
日
比
野
一
子

代
表
）
を
講
師
に
迎
え
、
昨
年
12

月
か
ら
２
月
に
か
け
て
町
内
４
小

学
校
12
学
級
を
対
象
に
Ｃ
Ａ
Ｐ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が

誘
拐
や
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
の
暴

力
か
ら
自
分
を
守
る
方
法
を
楽
し

み
な
が
ら
学
ぶ
た
め
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

１
月
19
日
は
、
大
淀
小
学
校
で

Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
参

第
２
回
「
子
ど
も
の
安
全
を
考
え

る
交
流
会
」
開
催
予
定

■
と
き

２
月
17
日
（金）

10
時

〜
11
時
40
分

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
中
会
議

室
※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

（
TEL
52-

７
１
２
９
）
へ
。

加
し
た
児
童
は
「
元
気
が
で
た
」

「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
安
心
し
た
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
で
子
ど
も
が
受
け

る
Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
内

容
と
、
子
ど
も
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

受
け
止
め
方
を
伝
え
る
「
Ｃ
Ａ
Ｐ

大
人
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
子
ど
も

を
守
る
た
め
に
―
今
大
人
に
で
き

る
こ
と
―
」（
同
主
催
・
同
講
師
）

が
12
月
13
・
16
・
18
の
３
日
間
、

町
役
場
で
あ
り
、
延
べ
80
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

野
の
花
の
会
の
乾
代
表
は
、

「
町
内
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
皆

さ
ん
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

交番所長の話を聞く参加者たち。

ＣＡＰプログラムの授業の様子。
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■内容 「こどもをまもるパトロール中」看板を自

転車やオートバイの前かごなどに張り付けたり、

買い物や散歩のときに「防犯パトロール腕章」を

付けたりして、日常生活の中で啓発。また、登下

校時に合わせた防犯パトロールなどの活動を行う

■ボランティア期間 随時

（毎年４月１日に継続更

新あり）

■申し込み 各小学校、教

育委員会に設置の所定の

用紙に必要事項を記入の上、各小学校長、教育委

員会に提出。随時受け付け

※詳しくは、学校教育課（TEL52-7123）へ。

楽
寿
会
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
結
団
式

青
色
回
転
灯
で

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

●特集　子どもの防犯

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
学

で
き
る
環
境
づ
く
り
と
住
民
が
安

全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目

的
に
、
坂
本
の
老
人
会
「
楽
寿
会

（
内
山
　
勝
会
長
）」
が
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
（
山
口
和
郎
代
表
・
隊

員
12
人
）
を
結
成
。
坂
本
公
会
堂

で
12
月
27
日
、
結
団
式
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
松
阪
警
察
署
の
前

野
峰
男
生
活
安
全
課
長
か
ら
腕
章

と
「
こ
ど
も
を
ま
も
る
パ
ト
ロ
ー

ル
中
」
看
板
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、

同
隊
代
表
が
結
団
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。

同
隊
の
活
動
内
容
は
、
小
学
校

児
童
の
下
校
時
間
に
通
学
路
で
の

「子どもを守る防犯
ボランティア」を募集

町では、子どもたちが犯罪被害から身を守るため、

子どもたちが安心して駆け込み、助

けを求められる「子どもを守る家」

を、地域住民の協力を得て既に設置

しています（平成18年１月４日現在

52カ所）。度重なる悲惨な事件から子

どもたちを守るために、ぜひ皆さん

のご協力をお願いします。

「子どもを守る家」ボランティアを

していただける人は、学校教育課に

設置のボランティア申込書を同課へ

提出してください。

※詳しくは、同課（TEL52-7123）へ。

「子どもを守る家」
ボランティアを募集

見
回
り
と
、
自
治
会
内
の
空
家
の

状
況
点
検
。
隊
員
が
２
人
１
組
で

行
い
ま
す
。

１
月
10
日
に
は
、
通
学
路
で
の

見
回
り
を
初
め
て
実
施
。
防
犯
の

腕
章
を
身
に
付
け
た
隊
員
た
ち

は
、
始
業
式
を
終
え
て
下
校
す
る

児
童
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

な
が
ら
、
児
童
の
姿
が
見
え
な
く

な
る
ま
で
見
送
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
は
、
昨
年
７
月
に
発
足
し
た

有
爾
中
区
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
（
石
田
幸
夫
代
表
・
隊
員
17
人
）

に
続
い
て
町
内
２
例
目
と
な
り
ま

し
た
。

町
で
は
、
住
民
の
防
犯
意
識
の

高
揚
と
犯
罪
予
防
を
目
的
に
、
昨

年
12
月
か
ら
青
色
回
転
灯
を
装
備

し
た
車
に
よ
る
自
主
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
（
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
四
日

市
市
の
別
山
団
地
の
住
民
に
よ
る

自
主
防
犯
活
動
に
青
色
回
転
灯
を

使
用
し
て
い
た
の
が
始
ま
り
。
明

和
町
で
も
町
民
に
よ
る
自
主
防
犯

組
織
の
活
動
に
使
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
現
在
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

前野課長から腕章を受け取る内山会長。

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
防
災
防

犯
係
（
TEL
52-

７
１
１
１
）
へ
。

下校する児童たちを見送る隊員。

青色回転灯を装備した公用車。
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平安時代を中心に宮中で行われていた大み

そかの行事を再現した追儺のまつりが12月

23日、いつきのみや歴史体験館で行われ、

186人が参加しました。

陰陽師（おんみょうじ）が祭文（さいもん）

を読んだ後、 子（しんし）や四つ目の仮面

をつけ盾と矛を持った方相氏（ほうそうし）、

参加者たちが、「なやろう」と叫びながら練

り歩き、目に見えない鬼を追い払いました。

その後、参加者たちは「鬼」と書かれた的に

向かって「けじめの矢」を射ました。

追儺（ついな）のまつりで鬼払い

斎宮幼稚園で12月16日、12月の誕生会で

三重県奇術愛好会会員の幾田宗男さんをゲス

トに迎えたマジックショーが開催され、園児

163人などが楽しみました。

園児たちは、かさが次々と出てくるマジッ

クや布からハトが出てくるマジック、カード

マジックなどに大喜び。歓声を上げ、大きな

拍手を送っていました。また、園児が舞台に

上がって参加するマジックでは、目の前で起

こる不思議な現象にびっくり。みんなは終始

笑顔でショーを楽しみました。

誕生会でマジックショー

いつきの

みや歴史
体

験館で１
月

５日、町
教

育委員会
と

斎宮歴史
博

物館、同
体

験館の共
催

で、斎宮
新

春書初め
大会が開

催されま
した。

この大会
には、小

学校低学
年の部に

24人、小
学校高学

年の

部に14人
が町内外

から参加
。参加者

は「さい
おう」「

なりひ

ら」「い
つきの宮

」など斎
宮にちな

んだ課題
の言葉を

何度も

練習した
後、真剣

な表情で
清書して

いました
。また、

各部ご

とに斎王
賞、業平

賞、西行
賞が選ば

れ、表彰
状などが

手渡さ

れました
。

その後、
すべての

作品が斎
宮歴史博

物館エン
トランス

ホー

ルに展示
され、来

館者の目
を楽しま

せました
。

歴史体験
館で新春

書初め大
会

4



復元した
古代の竪

杵（たて
ぎね）と

臼（う

す）を使
って行う

鏡餅づく
りが12

月25日
、

いつきの
みや歴史

体験館で
あり、2

5人が参

加しまし
た。

この日は
、竪杵を

手にした
３人が１

つの臼

を囲み、
もちつき

。つき上
がったも

ちは大小

２つに分
けられ、

回しなが
ら円形に

整えられ

ました。

ある参加
者は「で

きた鏡も
ちに昆布

や干し

柿を飾り
付け、玄

関に置き
たい」と

話してい

ました。

鏡餅（も
ち）づく

り

たこ揚げを通じて地域の親ぼくを深めても

らおうと１月８日、明和消防署南側の広場で

新春たこ揚げまつり（北野凧
たこ

の会主催）が開

かれ、約100枚のたこが新春の青空を彩りま

した。

この日は大勢の見物人が見守る中、家族連

れなど約300人が手作りのたこなどを揚げま

した。約50畳もある北野凧の会の大だこが

揚がると、会場では大きな拍手が沸き起こっ

ていました。また、豚汁の振る舞いなどもあ

り、終始にぎわっていました。

新春たこ揚げまつり

大淀海岸で初日の出を見る会が元旦に開か

れ、約400人が参加しました。

集まった皆さんは新年のあいさつを交わし

たり、甘酒などの振る舞いを受けたり、かが

り火を囲んで暖を取ったりしながら、日の出

を待ちました。

太陽はあいにく雲に隠れて見ることができ

ませんでしたが、日の出の時刻になると大漁

旗を掲げた８隻の船が出港。また、業平夢太

鼓の皆さんによる太鼓演奏も行われ、新年に

ふさわしい躍動的な雰囲気に包まれました。

初日の出を見る会

町ALT（外国語指導助手）のカール・デイ

ビット・アンドリューさんが遊びを通して英

語を教える「Dav i dと英語de遊ぼう！in

winter」が12月27・28の両日、町内６小学

校の１～５年生を対象に行われ、延べ103人

が英語を学びました。

児童たちは、mouse（ネズミ）とmouth

（口）の発音の違いや色を表す英語などを学

習。英単語を使ってゲームをしました。ある

児童は「フルーツバスケットみたいなゲーム

がおもしろかった」と話していました。

デイビットさんと英語遊び

5
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桂　才賀さんの講演会

少年院篤志面接委員として全国

の少年院を訪問している落語家の

桂　才賀さんの講演会が１月14日、

中央公民館であり、250人が来場し

ました。

桂さんは、暴走族にアンケート

を取った警察官の話や少年院にい

る少年の言葉などを紹介し、聴衆

の笑いや涙を誘っていました。

熱田から伊勢へ初詣でウオーク

熱田神宮から伊勢神宮内宮まで

を歩く熱田・伊勢125㌔初詣でウオ

ークが、１月12日から15日までの

４日間あり、延べ1,200人が参加し

ました。

15日は、明和町を通ってゴール

するコース。参加者たちは参宮街

道の説明を聞きながら、和気あい

あいと歩いていました。

ありんこでクリスマス会

障害者通所授産施設ありんこが

12月22日、クリスマス会を開き、

利用者など約30人が楽しみました。

この日は、㈱イオン明和ジャス

コ店から３人が訪れ、ケーキとお

菓子の詰め合わせを利用者にプレ

ゼント。その後、みんなでケーキ

を食べたりビンゴゲームをしたり

して盛り上がりました。

中
央
公
民
館
で
成
人
式

中
央
公
民
館
で
１
月
８
日
、
成

人
式
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
対
象

者
２
７
７
人
の
う
ち
２
１
８
人
が

式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
町
長
か
ら
の
祝
辞

な
ど
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て

山
本
陽
介
さ
ん
（
有
爾
中
）
が
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
は
、

「
住
み
よ
い
国
を
つ
く
る
た
め
に
、

ま
ず
地
域
社
会
で
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
経

験
し
、
困
難
を
乗
り
越
え
、
成
長

し
て
い
き
た
い
」
と
、
新
成
人
と

し
て
の
意
気
込
み
を
発
表
し
ま
し

た
。式

の
前
後
に
は
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
友
人
た
ち
と
近
況
報
告
を
し

た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、
新
成

人
の
明
る
い
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
ま
し
た
。

家
庭
に
病
人
が
で
き
た
と
き
の

介
護
の
方
法
な
ど
、
初
歩
的
な
技

術
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

３
月
２
日
（木）

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

山
田
赤
十
字
老
人
保

健
施
設
・
虹
の
苑

■
内
容

健
や
か
な
老
年
期
を
過

ご
す
に
あ
た
っ
て
▽
自
立
に
向

け
て
の
介
護
▽
日
常
生
活
に
お

け
る
介
護
の
実
際
（
体
の
移
動
、

車
い
す
、
衣
服
の
交
換
）

■
募
集
人
数

30
人

■
参
加
資
格

15
歳
以
上
で
健
康

な
人

■
受
講
料

無
料
（
教
材
費
と
し

て
１
０
０
０
円
）

■
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
住

家
庭
介
護
法

一
般
講
習
会
を
開
催

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
日
本
赤
十
字

社
三
重
県
支
部
（
〒
５
１
５
―

０
０
０
４
津
市
栄
１
丁
目
８
９

１
番
地
）
ま
で

■
そ
の
ほ
か

全
時
間
受
講
者
に

は
、
受
講
証
を
交
付
し
ま
す

※
詳
し
く
は
同
支
部
事
業
推
進
課

（
TEL
０
５
９
―
２
２
７
―
４
１
４

５
・
フ
ァ
ク
ス
０
５
９
―
２
２
７

―
６
２
４
５
）
へ
。

会場の受け付けでの様子。

謝
辞
を
読
む
山
本
陽
介
さ
ん
。
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広報めいわ　広報めいわ　2006年２月号年２月号 広報めいわ　2006年２月号 

人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

人権センター2・３月の講座案内

●寄せ植え解体教室

お正月に楽しんだ寄せ植えを解体し鉢植えで育て、

年末に一回り大きな寄せ植えをつくりませんか。

■とき ２月18日（土） 午前９時30分～正午

■ところ 町人権センター

■講師 町山野草会　西川　治さん

■定員 15人（定員になり次第締め切り）

■持ち物 エプロン・ゴム手袋・お持ちの寄せ植え

■受講資格 明和町在住の人

■申し込み ２月13日（月）～17日（金）の午前９時
～午後５時に町人権センターへ

※詳しくは、町人権センターへ。

●ひなまつり料理を作ろう！

■とき ３月４日（土） 午前

９時30分～正午

■ところ 町人権センター

■講師 村林新吾さん（県立相

可高校食物調理科教諭）

■定員 15人（定員になり次第締め切り）

■参加費 1,000円

■持ち物 エプロン・ふきん・三角きん

■受講資格 明和町在住の人

■申し込み ２月13日（月）～17日（金）の午前９時
～午後５時に町人権センターへ

※詳しくは、町人権センターへ。

楽
し
い
手
作
り
教
室

ひ
と
・
ま
ち
・

ふ
れ
あ
い
企
画

子どもが安心できる家庭・地域づくりを

親
子
ふ
れ
あ
い
劇
場

手
打
ち
う
ど
ん
を
作
り
ま
す
。

■
と
き

２
月
16
日
（木）

午
前

９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

中
西
昌
代
さ
ん

■
定
員

30
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

■
参
加
費

３
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
ふ
き
ん

■
受
講
資
格

明
和
町
在
住
の
人

■
申
し
込
み

２
月
９
日
（木）
〜

（
子
育
て
支
援
団
体
「
お
む
す
び
」
企
画
）

人
形
劇
団
夢
知
遊
座
が
人
形
劇

「
ど
っ
ち
？
ど
っ
ち
も
！
・
さ
る

か
に
」
を
上
演
し
ま
す
。

■
と
き

３
月
12
日
（日）

受

付
＝
午
前
10
時
〜
▽
上
演
＝
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー
多

目
的
室

14
日
（火）
（
日
曜
・
祝
日
を
除

く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
町
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

■
そ
の
ほ
か

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

対
象
企
画

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
対
象

３
歳
以
上
の
子
ど
も
と

保
護
者

■
定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

大
人
＝
５
０
０
円
▽

子
ど
も
＝
２
０
０
円

■
そ
の
ほ
か

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

制
で
当
日
券
な
し
。
２
月
６
日

（月）
か
ら
生
涯
学
習
課
、
町
人

権
セ
ン
タ
ー
（
い
ず
れ
も
平
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
）
、
ふ
る
さ
と
会
館
（
開

館
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
。
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
企
画

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
た

は
町
内
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育

所
で
配
布
さ
れ
る
ち
ら
し
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

自分の思いが届かないので、夜の町を徘徊

して自分の居場所・仲間を探す「眠らない子

ども」。優しい心を持つがために外で暴れたり

他人を傷つけることができず、自信を奪われ

て家に引きこもって自分を傷つけている「眠

れない子ども」。

自分の思いが届かない、自信を奪われる…

そうなったとき、あなたの心はどうですか。

すごく不安になると思います。もっと、安心

して、生きたいと思いませんか。

大切な子どもたちが安心できる家庭・地域

づくりを、今一度考えてみませんか。

「今の子どもたちは、『眠らない子ども』
『眠れない子ども』が多い。（夜回り先生・
水谷 修さんの講演会から）」
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町
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団
出
初
式
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明
和
町
消
防
団
（
藪
谷
団
長
）

の
出
初
式
が
１
月
９
日
、
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
２
９

人
の
団
員
を
は
じ
め
、
松
阪
地
区

広
域
消
防
組
合
明
和
消
防
署
員
や

町
議
会
議
員
な
ど
、
総
勢
１
８
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
通
常
点
検
（
人

員
・
姿
勢
・
服
装
の
点
検
）
と
消

防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
人
の
表

彰
が
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
そ
の

後
駐
車
場
で
機
械
器
具
の
点
検
・

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

心
身
が
引
き
締
ま
る
よ
う
な
冷

た
い
空
気
の
中
で
、
団
員
は
防
火

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

【
三
重
県
消
防
協
会
長
】

●
功
績
章

松
本
　
忍

●
精
勤
章

早
川
　
勇

●
表
彰
徽
章

中
西
清
二
・
谷
口

哲
男
・
辻
　
力
正
・
尾
西
篤
子
・

笠
井
宜
子
・
家
城
和
司
・
古
市
明

伸
・
中
山
勝
弘
・
山
下
貴
之
・
西

川
真
人

【
同
協
会
松
阪
支
会
長
】

●
功
績
章

太
田
　
昇
・
渡
辺
善

弘●
表
彰
徽
章

森
ノ
内
賢
治
・
北

口
敏
也
・
北
田
和
広
・
松
本
昌

人
・
西
岡
幸
司
・
池
田
和
弘
・
長

谷
川
雄
也
・
山
中
英
樹
・
山
崎
貴

駅
周
辺
の
路
上
に
無
造
作
に
放
置
さ

れ
て
い
る
自
転
車
は
、
非
常
に
迷
惑
な

も
の
で
す
。
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
欠
如

し
た
放
置
自
転
車
は
ま
ち
の
景
観
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
や
ほ
か
の

交
通
の
妨
げ
に
な
っ
て
事
故
の
原
因
に

な
っ
た
り
、
不
法
投
棄
を
誘
発
し
た
り
、

緊
急
時
の
消
防
・
救
急
活
動
の
妨
げ
に

も
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
問
題
と
な
り
ま
す
。

地
元

自
治
会
で
も
献
身
的
に
見
回
り
・

整
理
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
い
た
ち
ご
っ
こ
の
状
態
で

す
。

●
自
転
車
・
バ
イ
ク
は
、
所
定
の

駐
輪
場
に
き
ち
ん
と
止
め
る
。

●
な
る
べ
く
多
く
の
人
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
詰
め
て
止
め
る
。

●
路
上
放
置
は
絶
対
に
し
な
い
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

ひ
と
つ
で
す
。
思
い
や
り
の
あ
る

自
転
車
の
止
め
方
を
し
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

困
り
ま
す

自
転
車
置
き
去
り

知
ら
ん
顔

也
・
西
岡
　
厚
・
堀
川
英
一
・
中

川
武
彦

【
町
長
】

●
勤
続
章

吉
田
　
淳
・
川
合
正

宏
・
森
下
　
純
・
里
見
嘉
弘
・
尾

崎
行
泰
・
北
岡
伸
也
・
長
谷
川

久
・
辻
　
純
男
・
川
本
　
悟
・
辻

尚
良
・
大
山
　
真
・
石
田
伸
也
・

北
川
　
忠

【
消
防
団
長
】

●
感
謝
状

（
な
り
ひ
ら
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
）
辻
　
省
吾
・
徳
田
政

康

総合体育館アリーナで行われた式典。

総合体育館駐車場で行われた機械器具の点検。

斎宮駅周辺の路上の様子。

明
星
駅
前
の
駐
輪
場
か
ら
路
上
に
は

み
出
た
自
転
車
。
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な
り
ひ
ら
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
が

「
火
の
用
心
」

な
り
ひ
ら
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
６
人
が
12
月
19
日
、
明

和
消
防
署
や
消
防
団
の
協
力
で
、

消
防
車
に
乗
っ
て
防
火
を
呼
び
掛

け
る
夜
回
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
日
も
落
ち
て
一
段
と

寒
さ
が
増
す
中
、
消
防
車
３
台
で

大
淀
会
館
を
出
発
。
「
戸
締
り
用

心
、
火
の
用
心
」
の
旋
律
に
合
わ

せ
て
歌
う
な
ど
防
火
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

同
消
防
ク
ラ
ブ
の
夜
回
り
は
今

年
で
19
年
目
。
11
月
か
ら
翌
年
２

月
末
ま
で
毎
週
月
曜
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。
通
常
は
「
火
の
用
心
」

の
の
ぼ
り
を
つ
け
た
手
押
し
車
を

先
頭
に
大
淀
地
区
を
歩
い
て
回
り

ま
す
が
、
年
末
と
２
月
末
の
２
回

中
央
公
民
館
で

普
通
救
命
講
習
会

だ
け
は
歩
い
て
行
け
な
い
地
域
も

消
防
車
に
乗
っ
て
回
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
で
12
月
18
日
、
明

和
消
防
署
に
よ
る
普
通
救
命
講
習

会
が
開
催
さ
れ
、
17
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
で
は
、
救
命
の
ビ

デ
オ
鑑
賞
と
救
急
救
命
士
の
講
演

の
後
、
A
E
D
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク

で
心
臓
の
心
室
細
動
を
止
め
る
救

命
器
具
）
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

（
そ
せ
い
）
法
な
ど
を
実
習
し
ま

し
た
。

すべての住宅の寝室や階段に
住宅用火災警報器の設置が
義務付けられています

消防法の改正（平成16年６月２日）に伴い、

火災を初期に見つけて知らせる住宅用火災警

報器の設置が義務付けられました。新築住宅

は平成18年６月１日から、既存住宅は平成20

年６月１日からとなります。

●住宅用防災警報器とは？
火災の煙を感知するもので、逃げ遅れによ

る死傷者を防ぐため設置するものです。天井

に取り付けるタイプと壁に取り付けるタイプ

の２種類があり、家庭用電源（100V）式と

乾電池式の２方式があります。

●住宅用防災警報器の購入の仕方
防災設備取扱店やホームセンターなどで購

入できます。購入の目安として、次の鑑定マ

ークが付いているものを選びましょう。

※詳しくは、明和消防署（TEL52-5600）へ。

平成17年 平成16年 比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

798件 

181件 

262人 

3人 

617件 

738件 

196件 

274人 

3人 

542件 

＋60件 

－15件 

－12人 

±0人 

＋75件 

■町内の交通事故発生状況（平成17年12月31日現在） 

～反射材　あなたの命の　守り札～ 

 

1（－10） 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 

0（ー1） 

3（＋3） 7（－1） 

21（－15） 

2（＋1） 

5（－5） 

0（±0） 

2（－3） 

0（±0） 

1（＋1） 

0（±0） 

■町内の刑法犯認知件数（平成17年12月１日～30日） 

※「自転車盗・車上ねらい」に注意。 
　自転車には鍵を！車の中に貴重品を置かない。 

手　口 手　口 手　口 件数（昨年比） 件数（昨年比） 件数（昨年比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

自動車盗み 

オートバイ盗み 

自転車盗み 

部品盗み 合　計 

自販機荒らし 

万引き 

知能犯 

そのほか 

 
広報めいわ　広報めいわ　2006年２月号年２月号 広報めいわ　2006年２月号  

参
加
者
は
、
「
わ
た
し
は
２
年

前
に
倒
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
ま

し
た
。
万
が
一
の
と
き
に
何
か
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
夫

婦
で
参
加
し
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

な
り
ひ
ら
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ

ー
。

AEDを使用する参加者。

天井に取り付けるタイプ

壁に取り付けるタイプ
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平平平平成成成成11117777年年年年分分分分のののの所所所所得得得得税税税税

確確確確定定定定申申申申告告告告のののの受受受受けけけけ付付付付けけけけはははは

２２２２月月月月11116666日日日日～～～～３３３３月月月月11115555日日日日

松
阪
税
務
署
と
町
で
は
、
11
ペ
ー
ジ
表
２
の
と
お
り
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

資
産
の
譲
渡
の
申
告
は
松
阪
税
務
署
に
、
ま
た
、
営
業
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の
申
告

を
さ
れ
る
人
に
つ
い
て
は
、
○
印
以
外
の
日
は
松
阪
税
務
署
で
の
申
告
と
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
相

談
の
会
場
は
、
申
告
期
間
中
（
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
、
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）
は
、
松
阪
商
工
会

議
所
１
階
大
ホ
ー
ル
で
す
。
松
阪
税
務
署
で
は
確
定
申
告
書
の
受
け
付
け
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
申
告
期
限
間
際
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
さ
れ
ま
す
。

申
告
書
を
自
分
で
書
く
の
は
難

し
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
「
所
得
税
の
確
定
申

告
の
手
引
き
」
に
金
額
を
入
れ
て

計
算
し
て
い
く
こ
と
で
、
確
定
申

告
書
の
作
成
が
簡
単
に
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

確定申告書Ａ 

・給与所得者で、年末調整を受けた給与以外に所得 
がなく、医療費控除や住宅借入金等特別控除などに 
より、源泉徴収された所得税の還付を受ける人 

・申告の必要な所得が公的年金などだけの人、配当 
所得、一時所得だけの人など 

確定申告書Ｂ 上記以外の人  

表１ 申告書の種類 

確
定
申
告
書
は

自
分
で
書
き
ま
し
ょ
う

現
在
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
伊
勢
局
の
開
局
準
備

が
進
ん
で
お
り
、
今
年
３

月
下
旬
か
ら
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
視
聴
が
可
能
に

な
る
予
定
で
す
。

こ
の
過
程
で
、
場
合
に

よ
っ
て
は
現
行
の
ア
ナ
ロ

グ
放
送
に
影
響
が
現
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
テ
レ
ビ

の
画
質
低
下
な
ど
が
見
ら

れ
ま
し
た
ら
、
東
海
地
域

受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
対
策
工
事
に
か
か
る

費
用
は
国
が
負
担
し
、
一

切
無
料
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
の
視
聴
方
法
は
、
お

近
く
の
電
器
店
な
ど
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
放
送
は
２
０
１
１
年
７
月

24
日
で
終
了
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
東
海
地
域
受
信
対

策
セ
ン
タ
ー
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
１
２
４
―
８
１
８
・

受
付
時
間
＝

土

曜

・

日

曜
・
祝
日
を

除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５

時
30
分
）へ
。

地上デジタル放送視聴エリア拡大されます

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
確

定
申
告
が
必
要
な
人

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ
、
12
月
に
年
末
調
整

で
清
算
さ
れ
て
納
税
が
完
了
し
ま

す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
確
定

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。た

だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
そ
の
年
の
給
与
収
入
（
年
収
）

が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
の
合
計
が
20
万
円
を

超
え
る
人

③
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人

④
会
社
の
役
員
な
ど
を
務
め
て
い

る
人
な
ど
で
、
そ
の
会
社
か
ら

給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の
利

子
、
土
地
な
ど
の
賃
借
料
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る
人

※
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
マ
イ
ホ
ー

ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し
た
場

合
や
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
、
台
風
や
盗
難
に
遭
っ
た
場

合
、
お
よ
び
年
の
途
中
で
退
職
し

再
就
職
し
て
い
な
い
場
合
な
ど
に

は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

自
分
で
書
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
表
１
参
考
）
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広報めいわ　広報めいわ　2006年２月号年２月号 広報めいわ　2006年２月号  

還
付
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、
２

月
８
日
（水）
・
９
日
（木）
・
10
日
（金）

の
３
日
間
、
税
務
署
職
員
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
て
申
告
書
を
作
成

し
、
そ
の
場
で
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

会
場
は
役
場
研
修
室
、
時
間
は

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
と
午

後
１
時
〜
４
時
で
す
。
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課

（
TEL
52-

７
１
１
３
）
へ
。

住
民
税
（
町
県
民
税
）

の
申
告

申告の種類 

対象地域 場所 時間 

 
 

全地域 
役場 
研修室 

午前９時30分～11時30分 
午後１時～４時 

全地域 
役場 
研修室 

午前９時～11時 
午後１時～４時 

申告の種類 

時間 

午前９時～11時 
午後１時～４時 

対象地域 

全地域 

全地域 

明星（有爾中周辺） 

斎宮 
 

下御糸 

大淀 

明星 

場所 

役場研修室 

役場研修室 

さくら会館 

いつき会館 
 

みいと会館 

大淀会館 

明星会館 

相談日 

２日(木)

３月１日(水)

３日(金)

６日(月)

７日(火)

８日(水)

９日(木)

10日(金)

13日(月)

14日(火)

15日(水)

一般 
（給与・年金） 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

農業 

住民税申告 

営業 
住宅控除等 

 

相談日 

２月８日(水)

16日(木)

17日(金)

20日(月)

21日(火)

22日(水)

23日(木)

24日(金)

27日(月)

28日(火)

一般 
（給与・年金） 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

３月１日(水) ○ ○ 

農業 

10日(金)

備考 

左記会場以外の地 
域は役場研修室 

表２ 所得税確定申告相談 

９日(木)
還付申告のみ 

上御糸 

（年金・医療費控除・住宅借入金等特別控除等） 

ふれあい会館 

※営業・住宅借入金等特別控除を受ける人で、上記日程が都合の悪い人は、松阪商工会議所で申告を 
お願いします。詳しくは、松阪税務署（TEL0598-52-3021）へ。 

還
付
申
告
は

２
月
８
日
・
９
日
・
10

日
の
３
日
間
で

住
民
税
の
申
告
は
平
成
18
年
度

の
町
県
民
税
額
を
正
し
く
算
出
す

る
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
資
料
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
17
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
書
を
税
務
署
に
提
出
さ
れ
た
人

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後が標準河川水）、

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生物の働きによって分解されると

きに消費される酸素量で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中

に浮遊している微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、

汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

2.3

1.3

検出されず 
（0.5未満） 

2.6

 

項　　　目 
河 川 名 

祓　川（下御糸橋） 

笹笛川（増田山橋） 

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

大堀川（柏橋） 

6.5

7.3

7.0

7.8

7.8

ＰＨ 

4.0

4.0

1.0

4.0

3.0

ＳＳ 

14.3

12.4

11.8

14.5

8.1

ＤＯ 

備　考 

採水日 

12月６日 

12月６日 

12月６日 

12月６日 

12月６日 

検出されず 
（0.5未満） 

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,079人　 

11,135人　 

11,944人　 

7,315世帯 

１月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

17人 

25人

39人 

39人 

12月中の異動 
 

 

②
平
成
17
年
中
の
所
得
が
給
与
所

得
ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

所
得
で
、
「
給
与
支
払
報
告
書
」

ま
た
は
「
公
的
年
金
等
支
払
報
告

書
」
が
明
和
町
に
提
出
さ
れ
て
い

る
人

※
給
与
所
得
ま
た
は
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
所
得
以
外
に
も
所
得
が

あ
っ
た
人
、
所
得
が
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た

人
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
料
控
除
・
生
命
保
険

料
控
除
・
医
療
費
控
除
な
ど
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
は
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
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老人保健医療事業特別会計繰出金など

１億833万７千円を補正

平成17年第４回町議会定例会が、昨年12月16日～22

日の会期で開かれました。

市町村職員退職手当組合規約の変更、平成17年度明和

町一般会計・特別会計・水道事業会計の補正予算などを

審議。そして、25案件（同意２件・諮問１件・議案22件）

が原案どおり可決されました。

一一一一般般般般会会会会計計計計のののの補補補補正正正正

平成17年度一般会計は、１億833万

7,000円を追加補正し、総額59億9,259万1,000円となり

ました。

今回の補正予算では、国・県から追加補助などの内示

があったもののほか、事業実施の見通しがついたものや、

緊急度の高い事業の経費などが計上されています。

主なものは、次のとおりです。

◇　　　　　　　　　　◇

■議会費 人件費　6,000円（増額）

■総務費 人件費、書庫アスベスト封じ込め改修工事、

生活創造圏ビジョン事業地域づくり補助、防犯灯設置

工事など　1,199万円（増額）

■民生費 国民健康保険特別会計繰出金、老人保健医療

事業特別会計繰出金、人件費など　8,488万3,000円

（増額）

■衛生費 上水道事業補助など　189万2,000円（減額）

■農林水産業費 人件費、広域漁協合併促進事業補助な

ど　365万2,000円（増額）

■土木費 人件費、松くい虫防除業務委託料など　328

万9,000円（減額）

■消防費 施設等修繕料　20万円（増額）

■教育費 人件費、教材および給食用備品、中学校教科

書改訂に伴う資料および指導書など　1,278万7,000円

（増額）

※この主な財源は、国庫支出金717万9,000円および県支

出金986万4,000円、地方交付税7,749万9,000万円、町債

1,350万円などを見込んでいます。

特特特特別別別別会会会会計計計計・・・・水水水水道道道道事事事事業業業業会会会会計計計計のののの補補補補正正正正

■斎宮跡保存事業特別会計　人件費、土地公有化事業な

ど　50万4,000円（増額）

■国民健康保険特別会計 保険給付費など　３億902万

４,000円（増額）

■簡易水道事業特別会計 人件費ほか　2,000円（減額）

■住宅新築資金等貸付事業特別会計 公債費　65万

3,000円（増額）

■老人保健医療事業特別会計 人件費、老人医療費など

１億7,159万9,000円（増額）

■農業集落排水事業特別会計 消費税納付金など　24万

8,000円（増額）

■公共下水道事業特別会計 人件費、管路建設事業など

９万3,000円（増額）

■介護保険特別会計 人件費など　36万4,000円（増額）

■水道事業会計 人件費、量水器購入など　29万5,000

円（増額）

固定資産評価審査委員会固定資産評価審査委員会
委員選任ほか委員選任ほか

●固定資産評価審査委員会委員の中山　亘さん（大淀）

の任期満了に伴い、渡邉　徹さん（池村）を選任する

ことについて、議会の同意を得ました。

●固定資産評価審査委員会委員に杉山　淳さん（佐田）

の再任をすることについて、議会の同意を得ました。

●人権擁護委員の鈴木宣子さん（馬之上）の任期満了に

伴い、西岡道代さん（前野）を推薦することについて、

議会の同意を得ました。

平成17年 第４回定例会



13

 
広報めいわ　広報めいわ　2006年２月号年２月号 広報めいわ　2006年２月号  

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 2月22日（水）＝
平成15年7月生まれ、3月15日

（水）＝平成15年8月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 2月10日（金）＝
平成16年7月生まれ、3月10日

（金）＝平成16年8月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 2月17日（金）＝
平成14年7月生まれ、3月17日

（金）＝平成14年8月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談と妊産婦指導

●とき・対象者 2月8日（水）・
10日（金）・3月８日（水）・
10日（金）＝乳幼児と妊産婦で
月齢は不問

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・

電話番号を前日までに福祉課へ

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

福祉課（TEL52-7115）へ。

今
年
は
例
年
に
な
く
、
寒
い
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。
日
本
海
側
の
地
域
で
は
異
常
な
豪
雪
と
な

り
、
被
害
も
少
な
か
ら
ず
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
尊
い
人
命
が
雪
害
の

た
め
に
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

明
和
町
は
比
較
的
平
穏
な
日
々
を
送
る
こ
と
が

で
き
て
心
か
ら
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
月
９
日
、
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
町

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
に
献
身
的
な
行
動

を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
消
防
団
・
明
和
消

防
署
・
明
和
交
番
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
者

に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

自
治
会
に
お
い
て
も
、
防
災
防
犯
組
織
を
立
ち
上

げ
て
地
域
の
安
全
安
心
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
ま
た
１
月
10
日
、
明
和
町
生
活
安
全
推
進
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
的
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
小
学
校
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
、
松
阪
警
察
署
の
皆
さ
ん
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
町
こ

ぞ
っ
て
犯
罪
防
止
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
老
人
会
を
は
じ
め
と
す
る
諸
団

体
の
皆
さ
ん
か
ら
強
力
な
協
力
の
意
志
を
表
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北
山
結
子
さ
ん
の
事
件
か

ら
か
な
り
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
地
道
な
活
動
を
推
進
さ
せ

た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

１
月
８
日
の
成
人
式
は
和
気
あ
い
あ
い
と
静
か

な
気
持
ち
の
良
い
雰
囲
気
で
、
明
和
の
明
日
を
担

う
若
者
た
ち
に
心
か
ら
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

出
初
式
妻
よ
り
受
く
る
白
手
套
　
　
　
　
　
眞
澄

町長サロン
安
全
安
心
の
ま
ち
木
戸
口
　
眞
澄

明
和
町
史

「
斎
宮
編
」
が
完
成

わ
が
町
の
か
け
が
え
の
な
い
歴

史
や
文
化
を
後
世
に
残
す
た
め
、

町
で
は
明
和
町
史
編
さ
ん
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
16
年
３

月
に
は
「
民
俗
・
文
化
財
編
」

「
自
然
・
考
古
編
」
を
発
刊
し
、

今
回
は
「
斎
宮
編
」
が
完
成
し
ま

し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
購
読

を
お
薦
め
し
ま
す
。

な
お
、「
文
書
史
料
編
」「
解
説

編
」
は
平
成
17
年
度
末
に
発
刊
の

予
定
で
す
。

■
販
売
価
格

２
０
０
０
円

■
販
売
場
所
（
販
売
時
間
）

明

和
町
史
編
さ
ん
室
（
中
央
公
民

館
内
）
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
）
▽
生
涯
学
習
課
（
役
場
２

階
）
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

▽
ふ
る
さ
と
会
館
（
開
館
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

※
詳
し
く
は
、
同
室
（
TEL
52-

７

１
４
８
）
へ
。



善意をありがとう

（図書カードの寄付）

匿名の人からふるさと会館へ図書

カード10万円分をご寄付いただきま

した。

ありがとうございました。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

18
年
度
就
学
援
助
の

申
請
は
今
月
20
日
か

ら
３
日
間

就
学
援
助
制
度
は
、
町
内
の

小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・

生
徒
が
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難

な
場
合
、
そ
の
就
学
を
保
障
す
る

た
め
、
保
護
者
に
対
し
て
援
助
費

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す

の
で
、
引
き
続
き
受
給
を
希
望
さ

れ
る
人
も
あ
ら
た
め
て
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

昨
年
４
月
以
降
に
生
活

保
護
が
停
止
、
ま
た
は
廃
止
に

な
っ
た
人
▽
町
民
税
が
掛
か
ら

な
い
人
▽
生
活
保
護
家
庭
に
準

ず
る
程
度
、
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
で
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
人

■
援
助
内
容

学
用
品
費
・
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
・
通
学

用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
校
外

活
動
費
・
学
校
給
食
費

■
受
付
期
間

２
月
20
日
（月）
〜

22
日
（水）
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
７
時

■
受
付
場
所

教
育
委
員
会

■
申
請
方
法

教
育
委
員
会
・
小

中
学
校
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
昨
年
の

所
得
の
分
か
る
書
類
を
添
付
し

て
教
育
委
員
会
へ
提
出
。
な
お
、

提
出
時
に
記
入
事
項
に
つ
い

て
、
詳
し
い
内
容
を
お
聞
き
し

ま
す

※
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
（
保
育

料
・
預
か
り
保
育
料
免
除
お
よ
び

給
食
費
支
給
）
の
申
請
に
つ
い
て

も
、
対
象
・
受
付
期
間
・
受
付
場

所
お
よ
び
申
請
方
法
は
同
様
で

４
月
１
日
か
ら
65
歳

ま
で
の
高
年
齢
者
の

雇
用
確
保
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す

町特産品振興連絡協議会では、わが町の食文化の見直しとよき習

慣の伝承を目的に、第５回わが家のあられ自慢コンテストを開催し

ます。また第６回明和ざいしょ市を同日開催します。

【わが家のあられ自慢コンテスト】
■とき ３月18日（土） 午前11時～

■ところ イオン明和ショッピングセンター１階セントラルコート

■応募資格 町内の人で、当日会場に来られる人

■出品内容 手作りのあられ（大きさ＝６㌢×２㌢×２㌢以内）で、

煎（い）ったものに限る

■応募方法 町内のJA各支店・大淀漁協・下御糸漁協・観光協会・

いつきのみや歴史体験館・商工会・役場にある応募用紙で申し込

んでください。ファクス・郵送可

■募集人数 先着50人

■審査方法 当日、煎ったあられを審査員（125人）が試食して審

査。参加賞ほか各賞あり

■持参するもの 煎ったあられ300個以上

■締め切り ３月７日（火）必着

【明和ざいしょ市】
■とき ３月18日（土） 午前10時～午後６時30分

■ところ 同上

■出展内容 明和町産の米や野菜、ひじきや昆布など各種海産物、

各種和菓子ほか

※詳しくは、「わが家のあられ自慢」事務局（観光協会内・〒515-

0321 明和町斎宮2811・TEL52-0055・ファクス52-0372）へ。

わが家のあられ自慢コンテストと明和ざいしょ市を開催

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

等
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
よ

り
、
65
歳
未
満
が
定
年
に
な
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
平
成
18
年
４
月

１
日
か
ら
は
次
の
①
〜
③
の
い
ず

れ
か
の
措
置
を
行
う
よ
う
に
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

①
定
年
の
引
き
上
げ

②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

③
定
年
の
廃
止

①
お
よ
び
②
の
義
務
化
年
齢

は
、
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢

の
引
き
上
げ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合

わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
段
階
的
に

引
き
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

平
成
18
年
４
月
１
日
＝
62
歳
▽

平
成
19
年
４
月
１
日
＝
63
歳
▽
平

成
22
年
４
月
１
日
＝
64
歳
▽
平
成

25
年
４
月
１
日
＝
65
歳

②
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
原
則
希
望
者
全
員
が

対
象
で
す
が
、
労
使
協
定
に
よ
り

一
定
の
基
準
を
定
め
て
導
入
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松

阪
（
TEL
０
５
９
８-

51-

０
８
６
０
）

ま
た
は
三
重
労
働
局
職
業
対
策
課

（
TEL
０
５
９
―
２
２
６
―
２
３
０

６
）
へ
。

す
。
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課

（
TEL
52-

７
１
２
３
）
へ
。
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町消防団と明和消防署では、春の

火災予防運動の一環として、次のと

おり男女混合ソフトバレーボール大

会を開催し、その参加チームを募集

します。

皆さん、奮ってご参加ください。

■とき ３月５日（日） 受け付

け＝午前８時～

■ところ 総合体育館

■募集 24チーム（予定）・４人制

で、常時２人以上の女性が出場す

ること

■参加資格 １人以上の町内在住者

もしくは在勤者を登録し編成した

チーム

■申し込み 明和消防署で配付する

申込用紙に必要事項を記入して、

２月17日（金）～24日（金）に、
同署へ提出

■そのほか 参加者はスポーツ障害

保険に加入します

※詳しくは、明和消防署（TEL52-
5600）へ。

いつきのみや梅まつりを、次のと

おり開催します。

■とき ３月５日（日） 午前10時

～午後２時

■ところ 斎宮歴史博物館ふるさと

広場の梅林周辺

■内容 ファミリーフォトコンテス

ト・平成17年度斎王まつり斎王役

ほかお披露目・特産品販売・甘酒

の振る舞い・ウオーキング・梅干

の種飛ばし大会など

※詳しくは、観光協会（TEL52-
0055）へ。

明和町障害者施策推進協議会就労

生活支援班では、障害のある人の生

活支援策の一環として、おしゃべり

サロンを開いています。今回は、だ

れでも参加できる楽しいスポーツを

します。

■とき ３月５日（日） 午前10時

～正午

■ところ 上御糸小学校体育館

■対象 身体障害のある人、知的障

害のある人、精神障害のある人

■会費 不要

■持ち物 体育館シューズ

■申し込み ２月23日（木）までに、
住所・氏名・年齢・電話番号を福

祉課（TEL52-7115・ファクス
52-7137）へ

※詳しくは、福祉課へ。

県では、へき地医療、小児医療、

産婦人科などに携わる意志のある医

学生、大学院生、臨床研修医、専門

研修医を対象に、修学資金などを貸

与します。また、へき地医療機関な

どへ転任する医師に対しても研究資

金を貸与します。一定期間、県内指

定医療機関などで勤務した場合、返

還免除されます。

※詳しくは、県健康福祉部医療政策室

救急・へき地対策グループ（TEL059-
224 -3370・Ｅメール＝i r yos@

pref.mie.jp・ホームページ＝http://w

ww.pref.mie.jp/KENKIKA/SOGOH/index.s

htm）へ。

暴力追放松阪地区市町村民会議で

は、テレビ番組などに出演している

橋下弁護士を講師に招き、安心で安

全なまちづくり講演会を開きます。

■とき ３月８日（水） 開場＝午

後５時30分、開演＝午後６時
■ところ 松阪市市民文化会館

■演題 「あらゆる暴力行為の根絶

を目指して」

■講師 弁護士　橋下　徹さん

■入場料 無料（入場券が必要）

■申し込み 往復はがきに住所・氏

名・入場券の希望枚数（はがき１

枚につき２枚まで）・車いすで入

場する場合はそのことを記入し、

２月20日（月）までに松阪市安全
防災課内暴追講演会係（〒515-

8 5 1 5

松阪市殿

町134 0

番地１）

へ

※ 詳 し く

は、暴力追

放松阪地区

市町村民会

議 事 務 局

（同課内・TEL0598-53-4034）へ。

講演会「あらゆる暴力
行為の根絶を目指して」

三重県医師修学資金等
貸与者を募集

おしゃべりサロン
～スポーツ編～

歴史博物館ふるさと広
場で梅まつりを開催

火災予防を呼び掛ける
ソフトバレー大会を開催

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・×

●固定資産税・４期

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・11期

●介護保険料・11期
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ２月26日（日） 午後２時～＝絵本

「ねずみくん　ねずみくん」、紙芝居「ひなにんぎ

ょうのむかし」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】

６日（月）・11日（祝）・13日（月）・20日
（月）・27日（月）・28日（火）
※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

6日（月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
13日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）
20日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）
27日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●お香のお話しと薫物
たきもの

づくり
お香の歴史を学び、練香づくりを体験します。香

木などの天然香料の粉末を丸薬状に練り上げたお香

です。オリジナルの香りを作ってみませんか。

■とき ３月４日（土） 午後１時～３時

■参加費 2,800円

■定員 40人

■申し込み ２月１日（水）から来館または電話で
受け付け（先着順）

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）
へ。

発
行
日
／
平
成
1
8
年
２
月
１
日
 

発
　
行
／
明
和
町
 

〒
515－

0332 三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
 

T
EL 0596 －

52－
7114　

FA
X
 0596－

52－
7133

２
月
号
 
2
0
0
6
 

N
o
.4
5
9

【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

人
間
ひ
と
り
が
生
き
て
い
く
に
は
、
い
か
に
多
く

の
人
に
お
世
話
に
な
っ
て
、
助
け
ら
れ
て
生
き
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
大
き
な
出

来
事
が
昨
年
わ
た
し
に
起
こ
っ
た
。
普
段
気
付
か
な

い
人
の
温
か
さ
や
優
し
さ
。
周
り
の
人
た
ち
の
心
遣

い
。
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。
わ
た
し
は
そ
の
あ
り

が
た
さ
を
か
み
し
め
て
、
思
い
出
を
大
切
に
し
な
が

ら
未
来
に
向
か
っ
て
歩
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

【
裏
・
追
儺
の
ま
つ
り
で
鬼
払
い
】
こ
の
日
の
最

高
気
温
は
８
・
４
℃
。
冷
た
い
西
風
も
吹
き
つ
け
る

中
、
皆
で
「
な
や
ろ
う
〜
」
と
声
を
あ
げ
な
が
ら
外

を
練
り
歩
く
。
し
か
し
、
寒
さ
の
あ
ま
り
途
中
か
ら

ろ
れ
つ
が
怪
し
く
な
り
始
め
、「
な
や
よ
う
〜
」「
な

ら
や
う
〜
」
「
な
ら
よ
う
〜
」
と
な
や
ろ
う
を
五
段

活
用
。
テ
レ
ビ
放
送
で
は
う
ま
い
具
合
に
編
集
さ
れ

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

■最大震度別地震回数（平成17年12月11日～平成18年１月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

59 29 ５ ３ 0 0 0 0 0 96

0 1 0 0 0 0 0 0 10

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・福祉センター

わたしは、明和

中学校のバレーボ

ール部に所属して

います。三重県選

抜メンバーに選ば

れ、12月に大阪府で行われたJOCジュニアオリ

ンピックカップ第19回全国都道府県対抗中学バ

レーボール大会に出場しました。

大会までは朝から夜まで練習の毎日。大会当

日は予選で敗退してしまいましたが、指導して

くれた先生たちや一緒に頑張ったメンバーにと

ても感謝しています。

バレーボールをしていて良かったと思うこと

はいっぱいあります。でも残念だったのは、部

員の人数が少なくて、明和中学校のチームを作

れなかったことでした。でも、今は多くの部員

がバレーボールの練習に励んでいます。今年こ

そ試合に出場し成績を残してほしいと思います。

指導者やメンバーに感謝

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町役場TEL52-7115
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-5600
警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0596
※お気軽に、まずはお電話してください。

南山裕平さん
（大淀）


